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基本方針

別紙

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくための目標（以下「目
標」という。）

①電力エネルギーの有効活用・・・電力の省エネルギー原単位を5年間で5％削減
②エネルギーの使用量削減・・・自動車の運転について燃費の監視およびエコドライプ
③紙資源の利用削減・・・コピー用紙購入量を昨年度実績より１０％削減
④再生紙の利用促進・・・再生紙（コピー用紙）の使用比率９５％以上
⑤リサイクル・・・機密書類破棄ボックスを主要ネットワークセンターへ配置
⑥産業廃棄物の適正処理・・・産業廃棄物を適正に処理
⑦調達時の環境負荷・・・指定品目のグリーン調達を100％遵守

目標を達成するための取組の内容

･省エネルギー（CO2）：室内温度の適正化、空調室外機の日除、室内照明の間引き、未
使用設備の電源OFF等

･省資源（紙）：会議配布資料の削減、プロジェクタの利用促進、両面印刷の促進、リサ
イクル処理

･省資源（ガソリン）：社用車の利用削減、エコドライブ、アイドリングストップ励行
･廃棄物排出量の削減：保守材料のリユース促進

目標を運成するための取組の進捗状呪

･省エネルギー（CO2）：室内温度の適正化継続実施中、空調室外機の日除、室内照明の
間引き、未使用設備の電源OFF実施済み

・省資源（紙）：会議配布資料の削減、プロジェクタの利用促進、両面印刷の促進、リサ
イクル処理継続実施中

・省資源（ガソリン）：社用車の利用削減、エコドライプ、アイドリングストップ励行継
続実施中

･廃棄物排出量の削減：保守材料のリユース促進継続実施中

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

当初の計画通りに取り組むことができており、おおむね目標を達成している。

事業活動に係る法令の遵守の状祝

法令で定められた測定や報告については年間計画として漏れなく実施している。これまで
に違反や行政当局からの指摘はなかった。

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

現行の取り組みにより一定の成果が見られていることから、同一のシステムにより運用し
ている。


